
 

 

以下は、「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律」附則第２条第１項に規定する既存

化学物質名簿において、（７）有機縮合系高分子化合物に関する前書きとして掲載されたもので

ある。 

（昭和４８年１２月２４日告示（通商産業省告示第５７１号）、昭和４９年３月１５日告示（通商産業省

告示第８３号）、昭和４９年５月１４日告示（通商産業省告示第１８１号）） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

（７）有機縮合系高分子化合物 

１ この分類における整理番号（以下「整理番号」という。）１から３５２まで及び１０３６から２０４０ま

でに対応する化学物質の名称中「ポリアルキレンポリアミン」とは式〔ＣｍＨ２ｍＮＨ〕ｎ（ｍは１から

４までの整数とし、ｎは１から１０までの正数とする。）によつて表わされる基を，「ポリオキシア

ルキレン」とは式〔ＣｍＨ２ｍＯ〕ｎ（ｍは１から４までの整数とし、ｎは１から１００までの正数とす

る。）によつて表わされる基を，「ポリオキシメチレン」とは式〔ＣＨ２Ｏ〕ｎ（ｎは１から１０までの正

数とする。）によつて表わされる基を，「ポリオキシエチレン」及び「ポリエチレングリコール」と

は式〔ＣＨ２ＣＨ２Ｏ〕ｎ（ｎは１から１００までの正数とする。）によつて表わされる基を，「ポリオキ

シプロピレン」とは式〔ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ〕ｎ（ｎは１から１００までの正数とする。）によつて表わさ

れる基をいうものとする。ただし，個々の化学物質の名称において特に規定している場合は，

この限りでない。 

２ 整理番号７５８から８８６まで及び２０４１から２０８５までに対応する化学物質の名称において

使用する用語等は，次の例によるものとする。 

イ 「イソシアネート単量体」とは，フェニルイソシアネート，トリレンジイソシアネート，ジフェニ

ルメタンジイソシアネート，トリジンジイソシアネート，ナフタレンジイソシアネート，トリフェニ

ルメタントリイソシアネート，トリス（フェニルイソシアネート）チオホスフェート，フェニレンジイ

ソシアネート，ブチルイソシアネート，オクタデシルイソシアネート，ヘキサメチレンジイソシ

アネート，トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート，リジンジイソシアネート，キシリレンジイ

ソシアネート，ビス（イソシアナトメチル）シクロヘキサン，ジシクロヘキシルメタンジイソシア

ネート，イソプロピリデンビス（シクロヘキシルイソシアネート），イソホロンジイソシアネート，

３－（２′－イソシアナトシクロヘキシル）プロピルイソシアネート，シクロヘキシルイソシア

ネート，ジアニシジンジイソシアネート，ジフェニルエーテルジイソシアネート若しくはトシル

イソシアネート又はこれらを任意に組み合わせたものをいうものとする。 

ロ 「有機イソシアネート」とは，イに規定するイソシアネート単量体並びに整理番号８７１から８

８５まで及び２０４１に対応する化学物質を包含する概念とするものとする。 

ハ 「脂肪族」，「脂環族」又は「芳香族」の用語が使用されている化学物質については，当該

用語の前後に示された官能基，炭素及び水素のみを含有するものをいうものとする。ただ

し，これらの用語が，「肪肪族アミン」，「脂環族アミン」又は「芳香族アミン」に用いられてい

る場合は，この限りでない。 

ニ 「脂肪族アミン」とは，エチレンジアミン，ジエチレントリアミン，アンモニア，ビス（アミノメチ

ル）シクロヘキサン，キシリレンジアミン又はアルキル（Ｃ１～１０）アミンをいうものとする。 

ホ 「脂環族アミン」とは，ジシクロヘキシルジアミン，イソホロンジアミン，イソプロピリデンビス

（アミノシクロヘキサン），メチレンビス（アミノシクロヘキサン），ジアルキル（Ｃ１～１０）シクロヘ



 

 

キシルアミン又はモノアルキル（Ｃ１～１０）シクロヘキシルアミンをいうものとする。 

ヘ 「複素環アミン」とは，モルホリン，ピペラジン，ピペリジン，アルキル（Ｃ１～１０）モルホリン，

アルキル（Ｃ１～１０）ピペラジン，アルキル（Ｃ１～１０）ピペリジン又は１－アミノエチルピペラジン

をいうものとする。 

ト 「芳香族アミン」とは，アニリン，ポリメチレンポリクロロポリアニリン，ポリメチレンポリアニ

リン，ジアミノトルエン，ジカルボキシアルキル（Ｃ１～１０）エステルジアミノジフェニルメタン，

フェニレンジアミン，ポリクロロ－４，４′－ジアミノジフフェニルメタン，３，３′－ジカルボキ

シ－４，４′－ジアミノジフェニルメタン，テトラアミノジフェニルメタン又は３，３′－ジクロ

ロ－４，４′－ジアミノジフェニルメタンをいうものとする。 

チ 「有機アミン」とは，ニに規定する脂肪族アミン，ホに規定する脂環族アミン，ヘに規定す

る複素環アミン及びトに規定する芳香族アミンを総称するものとする。 

リ 「ウレタン樹脂」とは、次の（イ）に掲げるものと（ロ）に掲げるものとから得られたウレタン基，

ウレア基，ビュレット基，アロファネート基，アミド基，カルボジイミド基，イソシアヌレート環，

ヒダントイン環，オキサゾリドン環若しくはイミダゾロン環又はこれらの任意の組み合わせを

含む樹脂状高分子化合物をいうものとし、「ウレタン樹脂」に続く直近の括弧内は当該ウレ

タン樹脂の特徴を示す活性水素含有化合物を表わすものとする。 

(ｲ) ロに規定する有機イソシアネート，整理番号８８６に対応する化学物質若しくは次のヌ

に規定するウレタンプレポリマー又はこれらを任意に組み合わせたもの 

(ﾛ) 整理番号７５８から８１９まで，１３５６及び２０４２から２０４７までのそれぞれの整理番号

に対応する化学物質，水酸基末端（スチレン・ブタジエン共重合物），水酸基末端（ブタ

ジエン・アクリロニトリル共重合物），水酸基末端ポリブタジエン，６に規定するエポキシ樹

脂，６に規定するアルキッド樹脂，６に規定するポリアミド樹脂，６に規定するポリカーボ

ネート樹脂，６に規定するマスチック化合物（タール，ピッチ，アスファルト），アルカノー

ル（Ｃ＝１～２０），アルケノール（Ｃ＝１～２０），アジピン酸，〔（ポリアルキレン（Ｃ＝３，４）

グリコール・アルキレンオキサイド（Ｃ＝２～４）付加物）及びトリエタノールアミン〕若しくは

〔（エチレンオキサイド・プロピレンオキサイド重縮合物），２－ヒドロキシプロピルアクリ

レート及び２－ヒドロキシプロピルメタクリレート〕又はこれらを任意に組み合わせたもの

（これらの活性水素含有化合物には，水若しくはアルキル（Ｃ＝１～２０）チオール又はこ

れらの混合物を組み合わせることができるものとする。） 

ヌ 「ウレタンプレポリマー」とは、当該用語に続く直近の括弧内に特定されたイソシアネート

化合物（特定されたイソシアネート化合物が有機イソシアネートである場合、当該有機イソ

シアネートとは、ロの規定にかかわらず、イに規定するイソシアネート単量体並びに整理番

号８７１から８８６まで及び２０４１に対応する化学物質を包含する概念とするものとする。）及

び活性水素含有化合物から得られたリに規定するウレタン樹脂生成前の中間物質をいうも

のとする。 

ル 「アダクト体」とは，イに規定するイソシアネート単量体と水，アルコール若しくはヒマシ油

又はこれらの組み合わせから得られたウレタン基，ビュレット基若しくはイソシアヌレート環

（トリアジン環）又はこれらの組み合わせを有するポリイソシアネート化合物（ロに規定する

有機イソシアネートとエチレンイミンのアダクト体を含む。）でイに規定するイソシアネート単

量体を少量含むものをいうものとする。 



 

 

ヲ 「ブロック型反応物」とは，ロに規定する有機イソシアネート若しくはヌに規定するウレタン

プレポリマー又はこれらの両者の分子中のイソシアネート基とアルコール，フェノール，置

換フェノール，有機アミン，オキシム若しくはラクタムから得られたウレタン結合若しくはウレ

ア結合又はこれらの組合せでイソシアネート基をマスキングした化学物質であつて，熱的

処理によりイソシアネート基を再生できるものをいうものとする。 

３ 整理番号７７３から８６７までに対応する化学物質の名称において単に「ポリエーテルポリ

オール」という場合は，整理番号７５８から７６５まで及び７７０に対応する化学物質を総称する

ものとする。 

４ 整理番号８２２から８５９までに対応する化学物質の名称において「ポリマーポリオール」と

は，整理番号７７３から７８３までに対応する化学物質を総称するものとする。 

５ 整理番号８２１から８６７までに対応する化学物質の名称において単に「ポリエステルポリオー

ル」という場合は，整理番号７８４から８０２まで，８０５及び８０７から８１９までに対応する化学物

質を総称するものとする。 

６ この既存化学物質名簿における「エポキシ樹脂」，「アルキッド樹脂」，「ポリアミド樹脂」，「マ

スチック化合物（タール，ピッチ，アスファルト）」「ポリカーボネート樹脂」又は「フェノール樹

脂」とは，それぞれ同名簿に収載されているエポキシ樹脂，アルキッド樹脂，ポリアミド樹脂，

マスチック化合物（タール，ピッチ，アスファルト），ポリカーボネート樹脂又はフェノール樹脂

をその範囲とするものとする。 


